
環境活動家  谷口たかひさ
氏学校講演開催のお願
い



谷口たかひさ氏プロフィール

1988年生まれ、大阪府出身

10代で起業し、イギリスへ留学

卒業後グローバルIT企業の役員(CEO)をつとめながら社会課題の解

決を志しドイツへ移住し起業。

2019年気候危機の深刻さを目の当たりにし「地球を守ろう」を立ち上

げ、気候危機の発信や講演を開始。

• コスタリカ在住の環境活動家＆実業家

• 渡航歴95ヵ国、日本では報道されない事を発信

• 講演内容は気候変動＆自己肯定感など

• 映画『夢みる給食』出演

• 2021年 国連総会で司会＆スピーチ

• 2023年 国会、TEDx
• 世界16か国で講演(2000回以上) 2025年２月現在

• 全国各地の小・中学校での講演回数(500回超)
• 国内公的機関・企業での講演実績

名古屋文理大学短期大学部、同志社女子大学、鹿児島大学、立命館アジア太平

洋大学、神奈川県地球温暖化防止対対策センター、公益社団法人アムネスティ・

インターナショナル日本、三井物産スチール株式会社、ロンハーマン、トヨタ自動

車 他
・著書『シン・スタンダード』(amazon和書総合1位)

01.谷口たかひさ氏の紹介



2021年9月22日　国連総会スピーチ

国連総会で日本を代表してスピーチを行いました。  
 
“国連総会…国際連合の主要機関の一つで、安全
保障理事会と並ぶ最高機関。全加盟国によって構
成され、国連憲章の範囲内にあるすべての問題や
事項について、討議し勧告することができる。毎年1
回、9月に定期総会を開く。”  
 
今回はその国連総会の『気候変動と生態学的脅威』
のパートで、司会兼、気候変動の実態、活動の紹介
などを話させて頂きました。  

 
スピーチの内容は下記、もしくは QRコードより
https://youtu.be/3gTYhad7zsI?si=y6ssAqd
ZMXsZHHwy  

02.活動実績



琉球新聞　 2022年7月29日 山陽新聞 2021年10月21日



北多摩経済新聞  2022/12/10
小平十一小で環境活動家・谷口たかひささん講演　児童に環境問題の深刻さ紹介　

環境活動家の谷口たかひささんの講演会が11月28日、小平市立小平第十一小学
校（小平市花小金井4）で行われた。地球を取り巻く環境問題を紹介し、「みんなが
問題を知れば、必ず世界は良くなる」と訴えた。 
 
谷口さんは、日本の大学在学中に起業して得た資金でイギリスに留学。卒業後、
ドイツに移住し起業したが、2019年、気候変動の深刻さを伝えるため活動団体「地
球を守ろう」を設立。現在は帰国し、国内を中心に講演会を年間約500回行ってい
る。 
 
　今回の講演会は、同小開校55周年記念の一環として同校とPTAが共催するもの
で、聴講対象は5年生の児童。PTA会長の横野亜希子さんは「5年生は授業で
SDGｓについて学んでいる。単に学ぶだけでなく、どうすれば解決するかを考える
きっかけになれば」と期待を込める。 
 
　講演では、実際に起きている水害や火災、干ばつの動画を、谷口さんの経験な
どを交えながら紹介。今地球で起きている環境問題を提起したうえで、「1人の100
歩より、100人の1歩が問題を解決する」と提案。「努力の大小より、それぞれがで
きることを、それぞれの場所でやることが大切」との話に、身を乗り出して聞く児童
の姿も見られた。
 

https://kitatama.keizai.biz/photoflash/836/



2023年7月
日立市小中学校「気候変動のお話し」プロジェクト



2023年9月15日
茨城県高萩市小学校

高萩市にて。

環境活動家　谷口たかひささんの気候変動のお話会を開催してきました。

松岡小、松岡中、秋山小の3校です。

高萩市も、先週金曜日の線状降水帯発生により大変な被害を受けました。

今回開催した松岡小は校舎も浸水してしまい、火曜日まで臨時休校していました。

もしかしたら開催は難しいかなと思っていましたが、復旧したての学校で予定通りの
開催。

実施を決断してくださった校長先生に感謝です。

小学生も中学生も、真剣にお話に聞き入っていました。

中でも、松岡中学校の子達は、気候変動のお話と同じくらい大切な、自己肯定感の
お話に感銘を受けた子も多く、自分の悩みを踏まえた質問なども出ていました。

今この時期に聞くことの意味は、大きいと思います。

主催：YS FORWARD　代表　庄司裕紀恵



山口新聞 朝日新聞　全国版



2019年12月30日　地球環境研究センターにて

環境活動家と気象学者のやさしい話から地球の未来を考えよう

地球環境研究センターニュースより
https://www.cger.nies.go.jp/cgernews/202003/351009.html



YouTube密着ドキュメンタリー「分岐点」 : 
日本一講演に呼ばれる男  環境活動家  谷口貴久
https://youtu.be/SebMIasL8Nc?si=NlMCXt3XT_-f0M1_

YouTube　2025年1月31日



0３.学校講演感想

中学3年生児童 (3～4年前の大阪での小学校講
演)

中学生児童

小学校の先生が、また逢いにきてくれました。

その小学校の子どもたちから、この写真を僕
に見せて欲しいと頼まれたそうです。

「お話を聞いて、みんなで給食の食べのこしゼ
ロにしてるよ !!」とのこと。



全国各地の学校から呼んでもらえるようになり、これまでに日本の1%以上、のべ300回を超える学校
講演をさせてもらいました。(2023年12月11日現在)

訪れた学校の子どもからはたくさんの連絡や相談をもらうけど、先生や親御さんからもらう事もありま
す。

投稿画像は、昨年訪れた学校の先生から頂いたDM。

”突然のDM失礼します。

昨年本校でのご講演に参加した教員です。

その日から自分の人生、子どもたちに対する接し方、考え方が変わりました。

谷口さんの投稿からたくさんの学びがあり、毎日が面白いです。

本当にありがとうございます。”

…こんなに嬉しいことはない。学校講演は、わずか1時間にも満たない時間です。

ですが、僕がこれまで生きてきた僕のゼンブ、約300,000時間の経験を、その1時間に凝縮するように
努めています。

実際にその1時間だけでも、「あれから人生が変わりました」というDMを子どもからたくさん頂き、それ
は本当に嬉しいことです。

だけどやっぱり、僕とは比にならないたくさんの時間をその子と過ごす、先生や親御さんの影響は絶大
だと思います。

だからこそ、おこがましいかも知れないですが、子どもだけでなく、先生や親御さんにも一緒に聞いて頂
きたいのです。

僕が正解とか、優れているとか、そういった話ではなく、あくまでも一つの価値観、選択肢、生き方とし
て。

この先生は、「人生が変わった」、「子どもたちに対する接し方が変わった」、「毎日が面白い」とおっ
しゃってくださっている。

子どもに対してどう接するかも大切ですが、この先生が「毎日が面白い」というのが何より一番嬉しく
て、大切な事だと思います。

そういう人をどんどん増やしたいから、伝え続ける。

来年はありがたい事に、ますます海外からもオファーを頂いており、日本にいる時間は限られてきてい
て、それも埋まってきています。

引き続きぜひお早目に、学校講演や一般講演など、呼んでください（相談ベースからでも、とりあえず
DMください）。



今は中学3年生になるだろうこの子は、3～4年前に大阪の小学校で僕の小学校講演を聞いてく
れたという。

青春真っ只中のこの子に、自分が憧れだと言ってもらえる事ももちろん嬉しいのだけど、

何より嬉しいのは、”話を聞いて、自分が凄い変わって、それ以来凄く楽しいです”というところ。

この子が自分の人生を楽しめているのであれば、そんなに嬉しい事はない。

僕ぐらいの年齢の人は、10代の子に話す時たいてい、「あーしないとダメだ、こーしないとダメ
だ」みたいな説教臭い事を言う傾向にあると思う。

だけど、そんな大人の自己満足よりも大切なのは、まずは認めて、ありのままのその人を受け
入れてあげる事だと思う。

保身と他責だらけの歪んだ社会では、そのシワ寄せはいつも一番立場が弱い人のところへ行っ
てしまう。

特にこの3年間のコロナ渦で、アンフェアな制限のシワ寄せを最も受け、大人不信になってしまっ
ていた子も少なくなかった。

僕にできたのは、学校講演に呼んでもらい、自分の足でそこに行き、直接自分の口で子どもたち
に伝えるということ。

1時間ぐらいしかない、1回勝負の学校講演で、どのくらい子どもに伝えられるかが心配だったけ
ど、とにかく毎日ベストを尽くした。

ボランティアの事も多い学校講演で、金銭的にも体力的にも正直キツい事もあったけど、自分の
ありたい大人像を追い続けた。

そうしているうちに、こういうDMをたくさんもらえる事になった事をふまえると、実を結んできてい
るようで感動する。

これまでで、日本の1%以上にあたる、のべ300を超える小中学校でお話をさせてもらった。

つまり、のべ10万人以上の小中学生にお話しをさせてもらった事になる。

その人たちがこれから創っていく社会を見てみたいし、僕も一緒に創っていきたい。

子どもたちと積極的に関わっていく事は、未来に対する最高の投資だと思う。



問合せ先

谷口たかひさ事務局　公式ライン

※活動・講演会などのお問い合わせや取材のご依頼は、
公式lineからお送りください。

https://chikyuwomamorou.com/

地球を守ろうHP


